
し
九
月
か
ら
使
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
２
・
７
・
９
号
館
は
順

次
着
工
し
、
来
年
四
月
か
ら
使

用
開
始
と
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
全
教
室
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
は
も
ち

　

東
京
理
科
大
学
が
東
京
都
葛
飾
区
に

新
た
に
開
設
す
る
「
葛
飾
キ
ャ
ン
パ

ス
」。
そ
の
構
成
学
部
学
科
に
つ
い
て
は

学
内
に
お
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
四
学
部
九
学

科
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

学　

部　
　
　

学　

科　
　

◇
理
一　
応
用
物
理
学
科

◇
工
一　

�

建
築
学
科
・
電
気
工
学
科
・

機
械
工
学
科

◇
工
二　

�

建
築
学
科
・
電
気
工
学
科

◇
基
工　

�

電
子
応
用
工
学
科
・
材
料

工
学
科
・
生
物
工
学
科

　

大
学
院
組
織
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

昼
間
学
部
七
学
科
に
対
応
し
て
、
理

学
・
工
学
・
基
礎
工
学
に
属
す
る
七
つ

の
専
攻
を
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
設
し

ま
す
。

　

神
楽
坂
と
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
こ

れ
ら
の
学
科
を
移
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
所
属
学
部
お
よ
び
研
究
科
の

組
織
構
成
は
当
分
の
間
現
状
を
維
持
し

ま
す
。

　

ま
た
、
開
設
時
期
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
き
ま
し
た
が
、
在
学
生
、
父
母
、

受
験
生
等
に
対
す
る
周
知
期
間
を
十
分

に
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
成
二
十
五
年
四
月
と
し
ま
す
。

　

立
地
条
件
を
生
か
し
た
“
都
心
型
キ

ャ
ン
パ
ス
”
と
し
て
の
神
楽
坂
キ
ャ
ン

パ
ス
、
様
々
な
研
究
施
設
を
備
え
た

“
リ
サ
ー
チ
・
パ
ー
ク
型
キ
ャ
ン
パ
ス
”

と
し
て
の
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
充
実
し
た
環
境
で

先
端
融
合
分
野
を
研
究
す
る
“
学
園
パ

ー
ク
型
キ
ャ
ン
パ
ス
”
と
し
て
の
葛
飾

キ
ャ
ン
パ
ス
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
教
育
・
研
究
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
神

楽
坂
、
野
田
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
間

に
位
置
し
て
お
り
、
三
キ
ャ
ン
パ
ス
の

連
携
を
図
る
こ
と
で
、
本
学
の
発
展
と

社
会
へ
の
貢
献
に
大
き
く
寄
与
す
る
キ

ャ
ン
パ
ス
作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

夏
休
み
に
ウ

ィ
ー
ン
大
学
を

訪
れ
た
際
、
少

し
北
に
メ
ン
デ

ル
通
り
を
見
つ

け
た
。
地
図
で

調
べ
る
と
、
ボ

ル
ツ
マ
ン
通
り

や
ド
ッ
プ
ラ
ー
通
り
も
あ
る
。

欧
米
の
住
所
は
通
り
に
沿
っ
て

番
地
が
ふ
ら
れ
、
小
さ
な
通
り

に
も
名
前
が
あ
る
。
自
分
の
名

前
が
通
り
に
つ
け
ら
れ
た
ら
ど

ん
な
に
名
誉
な
こ
と
だ
ろ
う

と
、
ふ
と
思
っ
た
。
大
学
周
辺

に
は
学
者
の
名
前
が
つ
い
た
通

り
が
多
い
。
エ
ン
ド
ウ
マ
メ
を

調
べ
有
名
な
「
遺
伝
の
法
則
」

を
発
見
し
た
メ
ン
デ
ル
を
始

め
、
著
名
な
学
者
の
名
前
に
由

来
す
る
多
く
の
通
り
が
あ
る
ウ

ィ
ー
ン
の
街
並
み
に
、
学
問
的

歴
史
の
深
さ
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
▼
七
月
に
行
わ

れ
た
国
際
生
物
学
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
日
本
の
高
校
生
が
初
め
て

金
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
、
参
加
し

た
四
人
全
員
が
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
ニ

ュ
ー
ス
だ
。
予
備
選
考
、
理
論

問
題
や
数
日
間
の
実
験
を
レ
ポ

ー
ト
す
る
試
験
か
ら
評
価
さ
れ

る
ハ
ー
ド
な
コ
ン
テ
ス
ト
だ
。

周
到
な
準
備
と
鋭
い
観
察
眼
、

と
り
わ
け
生
物
に
対
す
る
興
味

が
大
切
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
▼

折
し
も
八
月
に
基
礎
工
学
部
・

島
田
教
授
、
諏
訪
東
京
理
科
大

学
・
河
村
教
授
が
講
演
す
る
サ

イ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
「
き
ぼ
う
」
に
八
ヵ
月
保

存
さ
れ
た
ミ
ヤ
コ
グ
サ
の
種
が

全
国
二
十
五
の
中
・
高
校
生
に

寄
贈
さ
れ
る
催
し
の
一
環
が
行

わ
れ
た
。
宇
宙
環
境
が
植
物
の

成
長
・
遺
伝
に
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
興
味
を

も
っ
た
多
く
の
小
中
高
校
生
の

中
か
ら
、
将
来
メ
ン
デ
ル
の
よ

う
に
「
通
り
」
に
名
前
が
つ
く

生
物
学
者
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。�

（
Ｈ
・
Ｍ
）

　

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
校

舎
狭
隘
問
題
を
緩
和
す
る
た
め

神
楽
坂
校
舎
２
・
３
・
７
・
９

号
館
の
耐
震
補
強
お
よ
び
改
修

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
す
で

に
３
号
館
は
改
修
工
事
が
終
了

ろ
ん
、
階
段
教
室
、
学
生
ホ
ー

ル
、
自
習
室
を
新
設
す
る
な
ど

教
育
研
究
環
境
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
９
号
館
に
事

務
室
が
集
約
さ
れ
、
事
務
機
能

と
大
学
運
営
の
効
率
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
す
る
の
は
理
学

部
第
一
部
・
第
二
部
の
全
学
科

お
よ
び
工
学
部
第
一
部
・
第
二

部
の
経
営
工
学
科
、
工
学
部
第

二
部
の
電
気
工
学
科
で
す
。

　

十
一
月
二
十
一
日（
土
）か
ら

三
日
間
、
神
楽
坂
と
野
田
で
開

催
さ
れ
る
理
大
祭
。
そ
の
準
備

に
忙
し
い
理
大
祭
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

＊

　
「
野
田
の
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

と
自
然
を
活
か
し
た
企
画
を
楽

し
ん
で
欲
し
い
」
と
野
田
理
大

祭
実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
後

藤
大
輝
さ
ん
・
理
工
経
営
３

年
）
の
皆
さ
ん
。
百
通
も
の
応

募
の
中
か
ら
選
ん
だ
テ
ー
マ
は

「
笑し

ょ
う
さ
い
ら
い
ふ
く

祭
来
福
〜sm

ile�fes�
tival

〜
」。

　

野
田
の
理
大
祭
は
家
族
連
れ

が
大
勢
来
て
く
れ
る
。
地
域
の

方
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
昨
年

よ
り
多
い
約
百
十
の
参
加
団
体

が
出
展
す
る
。
中
庭
だ
け
で
な

く
正
面
付
近
に
も
模
擬
店
が
立

ち
並
ぶ
予
定
だ
。
今
年
一
番
の

見
所
は
全
長
百
メ
ー
ト
ル
の
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
。
小
学
生
以
下
が
乗
車

で
き
る
。
さ
ら
にW

eb

ペ
ー

ジ
も
充
実
さ
せ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
は

山
積
し
て
い
る
が
、
意
気
込
み

は
熱
い
。

　

一
方
、
神
楽
坂
で
は
第
六
十

一
回
に
ち
な
ん
で
六
十
一
日
前

か
ら
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。「
学

内
装
飾
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
」
と
神
楽
坂
理
大
祭
実
行
委

員
長
の
飛
田
明
彦
さ
ん
（
理
１

数
情
３
年
）。
日
替
わ
り
で
垂

れ
幕
も
変
え
る
予
定
だ
。

　

神
楽
坂
は
耐
震
工
事
中
で
ス

ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
が
、
そ
の

分
企
画
で
勝
負
す
る
。
目
玉
は

ミ
ス
コ
ン
。
応
募
人
数
も
十
二

人
に
増
え
た
。
新
企
画
「
追
跡

中
」
で
は
、
指
令
に
従
っ
て
ブ

ー
ス
を
回
り
、
模
擬
店
の
ク
ー

ポ
ン
券
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

え
る
。
九
段
会
場
に
は
映
像
を

配
信
し
、
ミ
ス
コ
ン
な
ど
の
ラ

イ
ブ
映
像
も
楽
し
ん
で
も
ら

う
。
ま
た
、
神
楽
坂
名
物
・
不

二
家
ペ
コ
ち
ゃ
ん
焼
き
で
は
理

大
祭
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
販
売
す
る
の
で
お
楽
し
み
。

　

神
楽
坂
の
テ
ー
マ
「Say�

Cheese

」
に
も
皆
笑
顔
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
野
田
も
神

楽
坂
も
共
に
「
笑
顔
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。
一
体
ど
ん
な
笑
顔
に

出
会
え
る
の
か
、
理
大
祭
を
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

東　京　理　科　大　学　報
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移設学部　決まるキャンパス葛飾
４学部９学科 平成25年４月　開設

２
面　

�

補
職
等
の
人
事
／
新
学
部
長
・
研
究
科
長
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
／
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
最
高
の
来
場
者

３
面　

就
活
・
今
が
大
切
！
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

４
面　

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

５
面　

�

宇
宙
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く
／
創
立
125
周
年
記
念

寄
付
者
芳
名
／
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
／
生
協
案
内

６
面　

�「
理
大
・
人
」
／
長
万
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
／
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
　
案
内
／
学
生
受
賞
一
覧

’09

平
成
25
年
４
月
開
設
予
定
の
葛
飾
キ
ャ
ン
パ
ス　

全
景
イ
メ
ー
ジ
図

外堀通りから見た７、９号館イメージ図

理大祭 11/21～23準備着々
野田・神楽坂 実行委員に聞く

ともに「笑顔」がキーワード

神
楽
坂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
進
む

来春完工 目標

７号館

９号館

２号館
３号館

２号館のイメージ図。右隣は３号館

野田理大祭実行委メンバー。前列左から３人目が後藤委員長
神
楽
坂
理
大
祭
実
行
委
メ
ン
バ

ー
。
前
列
中
央
が
飛
田
委
員
長
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平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
付

で
補
職
等
の
異
動
が
発
令
さ

れ
、
理
学
部
第
一
部
学
部
長
に

教
養
学
科
の
丸
山
義
博
教
授
、

理
学
部
第
二
部
学
部
長
に
数
学

科
の
吉
岡
朗
教
授
、
基
礎
工
学

部
長
に
生
物
工
学
科
の
友
岡
康

弘
教
授
、
大
学
院
理
学
研
究
科

長
に
数
学
科
の
宮
島
静
雄
教
授

が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

十
月
一
日
現
在
の
主
な
補
職

等
は
次
の
と
お
り
。

■
学　

部

【
理
学
部
第
一
部
】
学
部
長

　

丸
山
義
博
教
授
（
新
任
）

【
理
学
部
第
二
部
】
学
部
長

　

吉
岡　

朗
教
授
（
新
任
）

【
工
学
部
第
一
部
】
学
部
長

山
本　

誠
教
授
（
任
期
中
）

【
工
学
部
第
二
部
】
学
部
長

　

増
井
典
明
教
授
（
任
期
中
）

【
薬
学
部
】
学
部
長

　

大
島
広
行
教
授
（
任
期
中
）

【
理
工
学
部
】
学
部
長

　

大
矢
雅
則
教
授
（
任
期
中
）

【
基
礎
工
学
部
】
学
部
長

　

友
岡
康
弘
教
授
（
新
任
）

【
経
営
学
部
】
学
部
長

　

原
田　

昇
教
授
（
任
期
中
）

■
大
学
院

【
理
学
研
究
科
】
研
究
科
長

　

宮
島
静
雄
教
授
（
新
任
）

【
総
合
化
学
研
究
科
】研
究
科
長

　

荒
川
裕
則
教
授
（
任
期
中
）

【
科
学
教
育
研
究
科
】研
究
科
長

　

村
上
陽
一
郎
教
授
（
任
期
中
）

【
理
工
学
研
究
科
】
研
究
科
長

　

小
中
原
猛
雄
教
授
（
任
期
中
）

【
生
命
科
学
研
究
科
】研
究
科
長

　

安
部　

良
教
授
（
任
期
中
）

【
総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科
】

研
究
科
長

　

伊
丹
敬
之
教
授
（
任
期
中
）

■
そ
の
他
の
補
職
等

【
長
万
部
教
養
部
長
】

　

藤
井
志
郎
教
授
（
任
期
中
）

【
学
生
部
】
学
生
部
長

理
二　

新
妻　

弘
教
授（
任
期
中
）

神
楽
坂
地
区
学
生
部
長

工
一　
庄
野　
厚
准
教
授（
任
期
中
）

野
田
地
区
学
生
部
長

理
工　

平
川
保
博
教
授（
再
任
）

久
喜
地
区
学
生
部
長

経
営　

吉
岡
正
道
教
授（
新
任
）

【
図
書
館
】
図
書
館
長

基
工　

宮
本
岩
男
教
授（
再
任
）

神
楽
坂
図
書
館
長

工
一　

金
子
堅
司
教
授（
新
任
）

野
田
図
書
館
長

基
工　

宮
本
岩
男
教
授（
再
任
）

久
喜
図
書
館
長

経
営　

東
邦
仁
虎
教
授（
任
期
中
）

長
万
部
図
書
館
長

基
工　

榎
本
一
之
教
授（
任
期
中
）

【
総
合
研
究
機
構
】
機
構
長

理
一　

福
山
秀
敏
教
授（
新
任
）

【
生
命
科
学
研
究
所
長
】

生
命　

安
部　

良
教
授（
任
期
中
）

【
情
報
科
学
教
育
・
研
究
機
構
】

機
構
長

基
工　

山
登
一
郎
教
授（
任
期
中
）

【
副
学
長
】

　

石
井　

力　

副
学
長

　

植
木　

正
彬
副
学
長

　

瀬
戸　

裕
之
副
学
長

　

二
瓶　

好
正
副
学
長

　

東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
二
人
の
先
生

方
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

し
ま
し
た
。	

（
敬
称
略
）

◇
平
成
21
年
６
月
11
日
付

大
森　

英
樹　

70
歳

元
理
工
学
部
教
授

　

大
森
先
生
は
昭
和
五
十
七
年

か
ら
本
学
に
在
職
さ
れ
、
理
工

学
部
数
学
科
主
任
、
理
工
学
研

究
科
幹
事
な
ど
の
役
職
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
大

域
解
析
学
を
出
発
点
と
し
「
大

森

−Yau

の
一
般
化
さ
れ
た

最
大
値
原
理
」
と
い
う
強
力
な

定
理
を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
無
限
次
元

リ
ー
群
の
構
築

に
向
け
て
研
究

を
進
め
ら
れ
、

無
限
次
元
リ
ー

群
の
み
な
ら
ず

現
在
で
は
無
限

次
元
を
扱
う
と

き
に
必
須
と
な
る
概
念
・
結
果

を
開
発
。
こ
れ
ら
一
連
の
研
究

に
よ
り
一
九
九
六
年
度
幾
何
学

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林　

嶺
道　

70
歳

元
理
工
学
部
教
授

　

小
林
先
生
は
理
工
学
部
創
設

の
昭
和
四
十
二
年
か
ら
本
学
に

在
職
さ
れ
、
理
工
学
研
究
科
長

の
ほ
か
理
工
学
部
数
学
科
主

任
、
図
書
館
野
田
分
館
長
、
特

別
教
室
館
長
な
ど
の
役
職
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
研
究
面
で
は

素
粒
子
の
弱
い
相
互
作
用
の
研

究
（
ベ
ー
タ
崩
壊
）
を
出
発
点

と
し
、
特
にdi-quark

モ
デ

ル
の
発
表
を
は
じ
め
、quark-	

quark

散
乱
の
群
論
的
解
析

を
研
究
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

Regge

理
論
の
研
究
に
お
い

て
は
、
複
素
解
析
の
手
法
を
用

い
てRegge

軌
道
の
諸
性
質

を
研
究
さ
れ
ま
し
た
。

　

科
学
技
術
が
い
か
に
進
歩
し

て
も
、
未
来
の
予
測
は
難
し
く

て
、
な
か
な
か
う
ま
く
は
い
き

ま
せ
ん
。
景
気
は
、
は
た
し
て

ど
う
な
る
の
か
、
み
ん
な
知
り

た
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

正
解
を
見
つ
け
る
の
は
難
し

い
。
い
か
に
非
科
学
的
と
非
難

さ
れ
て
も
、
霊
感
や
占
い
に
人

気
が
集
ま
る
の
も
む
べ
な
る
か

な
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
進
む
べ
き
道
に

つ
い
て
あ
れ
こ
れ
悩
ま
れ
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ソ
ク
ラ

テ
ス
は
ダ
イ
モ
ー
ン
（
英
語
の

デ
ー
モ
ン
の
語
源
で
す
が
、
ギ

リ
シ
ャ
時
代
に
は
悪
魔
と
い
う

意
味
は
な
く
、
神
や
霊
と
い
う

の
に
近
い
も
の
で
す
）
の
声
が

正
し
い
道
を
教
え
て
く
れ
た
と

い
っ
て
い
ま
す
。
人
知
に
は
か

ぎ
り
が
あ
り
、
足
ら
ざ
る
と
こ

ろ
は
神
の
思
し
召
し
に
従
う
べ

し
と
い
う
の
は
何
も
ギ
リ
シ
ャ

人
に
限
ら
ず
、
私
た
ち
の
祖
先

に
も
共
通
し
た
考
え
で
し
た
。

と
は
い
え
、
現
代
の
私
た
ち
に

は
そ
の
よ
う
な
素
朴
な
信
仰
は

持
ち
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

現
代
の
ダ
イ
モ
ー
ン
は
何
で

し
ょ
う
か
。
デ
カ
ル
ト
は
理
性

は
万
人
に
平
等
に
与
え
ら
れ
て

い
る
と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

教
学
関
係
主
要
役
職
者（
10
月
１
日
付
）

２
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

近
代
科
学
の
出
発
点
で
す
が
、

良
心
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
必
ず
し
も
、
平
等
に
与
え
ら

れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ダ
イ
モ
ー
ン
の
声
は

良
心
の
声
だ
と
も
い
え
る
で
し

ょ
う
。本
学
はConscience

を
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
て
い
る
だ

け
に
な
お
、
そ
の
行
動
を
厳
し

く
律
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
で
す
。

　

八
月
八
日（
土
）と
九
日（
日
）、

神
楽
坂
と
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
研
究
室
の
協
力

が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
例
年

よ
り
も
多
く
の
研
究
室
見
学
が

可
能
と
な
り
、
ま
た
初
め
て
土

日
の
二
日
間
を

利
用
し
て
開
催

し
た
こ
と
も
あ

り
、
両
キ
ャ
ン

パ
ス
共
に
昨
年

を
大
き
く
上
回

る
過
去
最
高
の

来
場
者
数
を
記
録
し
、
神
楽
坂

は
二
千
五
百
十
二
人
増
の
九
千

六
百
七
十
七
人
、
野
田
は
三
百

九
十
人
増
の
四
千
百
二
十
四
人

と
、
合
計
約
一
万
四
千
人
近
い

方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
あ
な
た
の
き
も

ち
が
科
学
を
つ
く
る
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
上
記
の
イ

メ
ー
ジ
ロ
ゴ
を
掲
げ
て
広
報
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

効
果
に
加
え
、
理
工
系
分
野
の

魅
力
を
多
く
の
高
校
生
に
伝
え

る
べ
く
、
在
学
生
・
教
職
員
が

共
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
こ
と
に
よ

り
、
二
日
間
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
無
事

終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
更

に
、
本
学
の
知
名
度
が
低
い
関

西
圏
に
お
い
て
本
学
の
魅
力
を

伝
え
る
べ
く
「
東
京
理
科
大
学

フ
ェ
ア　

ｉ
ｎ	

大
阪
」
を
十

月
十
日
（
土
）
に
開
催
し
た
ほ

か
、
十
一
月
七
日
（
土
）
に
は

久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
一
日

（
土
）
〜
二
十
三
日
（
月
）
の

理
大
祭
期
間
中
に
は
進
学
相
談

会
も
同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
森　

英
樹
先
生　
　

小
林　

嶺
道
先
生　
　

過去最高の来場者！
－オープンキャンパス　２日間－

神楽坂・野田に１万4000人

宇
喜
多　

義
昌
名
誉
教
授

（
元
理
学
部
第
二
部
数
学
科
）

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
歳
。

関
川　

俊
男
名
誉
教
授

（
元
理
学
部
第
一
部
物
理
学
科
）

平
成
二
十
一
年
八
月
十
二
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
三
歳
。

南
部　

松
夫
元
監
事

（
元
理
工
学
部
教
養
教
授
）
平

成
二
十
一
年
八
月
二
十
一
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
九
十
一
歳
。

理大PRイメージロゴ

神楽坂の受付では行列もできるほど

新
学
部
長
・
研
究
科
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
学
部
長
・
研
究
科
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

理
学
部
第
一
部
学
部
長
　

丸
山

義
博

不
確
か
な
時
代
に
生
き
る

基
礎
工
学
部
長
　

友
岡

康
弘

新
た
な
飛
躍
へ

年
（
一
九
八
七
）
に
“
一
学
部

二
キ
ャ
ン
パ
ス
”、
し
か
も
一

学
年
全
寮
制
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
学
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
以
来
、
そ
の
特
色
を
生

か
し
た
教
育
・
研
究
活
動
が
展

　

基
礎
工
学
部
は
昭
和
六
十
二

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、
世
界
情
勢
（
と
り
わ
け
経

済
状
況
）、
日
本
社
会
、
地
球

環
境
は
激
し
く
変
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
少
子
高
齢
化
、
国
立

大
学
独
立
法
人
化
、
大
学
教
育

の
質
保
証
等
の
問
題
に
対
し
、

日
本
の
大
学
は
そ
の
対
応
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
も
例
外
で
は
な
く
、
こ

れ
ら
の
変
化
や
問
題
に
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
学
部
・
大
学
院
の
再
編
問

題
は
、
永
い
間
議
論
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
葛
飾
キ
ャ
ン
パ

ス
開
設
が
決
定
さ
れ
、
多
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
開
設

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
礎
工
学
部
に
お
い
て
は
昨
年

度
か
ら
入
学
定
員
増
と
な
り
、

緊
急
的
・
臨
時
的
に
設
備
等
の

対
応
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
よ
う
な
学
内
外
の
状

況
下
に
お
い
て
、
基
礎
工
学
部

は
そ
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、

更
な
る
二
十
年
に
耐
え
う
る
新

た
な
研
究
・
教
育
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
課
題
と
思
わ
れ

ま
す
。
微
力
な
が
ら
基
礎
工
学

部
の
新
た
な
飛
躍
を
可
能
に

し
、
東
京
理
科
大
学
の
未
来
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
教
職
員
の
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

理
学
部
第
二
部
学
部
長
　

吉
岡

朗

熱
意
あ
る
人
に

　

広
く
学
び
の
場
を

　

理
学
部
第
二
部
は
、
本
学
創

立
以
来
、
一
貫
し
て
、
そ
の
理

念
で
あ
る
「
理
学
の
普
及
」
と

「
実
力
主
義
」
の
伝
統
を
引
き

継
い
で
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
夜
間
学
部
ゆ
え
の
困
難
と

も
直
面
し
て
き
ま
し
た
が
、
教

職
員
の
熱
意
と
工
夫
で
そ
れ
ら

を
乗
り
越
え
、
今
で
は
国
公
立

を
含
め
日
本
で
唯
一
の
夜
間
理

学
部
と
し
て
、
そ
の
責
務
を
果

た
す
べ
く
日
々
努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

理
学
部
第
二
部
に
学
ぶ
学
生

は
、
社
会
人
・
勤
労
学
生
な
ど

多
様
で
年
齢
層
も
幅
広
く
、
入

学
の
目
的
も
動
機
も
ま
た
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
多

様
な
学
生
た
ち
に
質
の
高
い
教

育
を
き
め
細
や
か
に
行
う
た

め
、
セ
メ
ス
タ
制
へ
の
移
行
、

　

こ
の
た
び
私
は
図
ら
ず
も
理

学
研
究
科
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
予
測
さ
れ

る
困
難
に
対
し
て
力
不
足
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
理
学

研
究
科
の
た
め
に
ま
ず
は
同
僚

諸
賢
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

　

顧
み
れ
ば
、
大
学
の
「
改

革
」
と
い
う
動
き
は
世
界
的
に

す
で
に
数
十
年
と
い
う
長
き
に

わ
た
っ
て
已
む
こ
と
な
く
続
い

て
い
ま
す
が
、
そ
の
動
き
は
大

学
が
よ
っ
て
立
っ
て
き
た
原
理

か
ら
の
内
的
な
発
展
と
い
う
よ

り
も
、
社
会
の
変
化
や
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
要
請

さ
れ
て
い
る
側
面
が
強
い
と
思

い
ま
す
。

　

大
学
も
社
会
の
動
き
に
無
縁

で
は
あ
り
得
な
い
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
大
学
教
員
と
し
て

は
、
真
に
次
世
代
の
幸
福
に
つ

な
が
る
教
育
と
研
究
を
目
指
す

と
い
う
方
向
性
を
見
失
わ
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

理
系
の
研
究
者
に
と
っ
て
は

研
究
に
没
頭
で
き
る
こ
と
が
幸

せ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
理
学

研
究
科
で
は
否
応
な
く
教
育
研

究
体
制
に
つ
い
て
考
え
ざ
る
を

得
な
い
今
日
、
そ
の
労
を
有
効

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
た

い
へ
ん
幸
い
に
思
い
ま
す
。

大
学
院
理
学
研
究
科
長
　

宮
島

静
雄

方
向
性
を
見
失
わ
ぬ
よ
う

基
礎
学
力
充
実
の
た
め
の
学
生

支
援
、
理
学
部
第
一
部
と
の
授

業
の
連
携
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
東
京
理
科
大
学

は
、
未
来
に
向
け
動
き
だ
し
ま

す
が
、
理
学
部
第
二
部
は
今
ま

で
同
様
、
理
学
を
本
格
的
に
学

び
た
い
こ
れ
ら
多
様
な
学
生

に
、
広
く
学
び
の
場
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。

ど
う
か
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



　夏のインターンシップが終わり、2011年３月卒業
（修了）予定者の就職活動がスタートしました。
2010年３月卒業（修了）予定者の就職は、企業が採
用を抑制したため全国的に厳しい状況です。2011年
３月卒業（修了）予定者の採用状況が好転するかは
今のところ何ともいえません。しっかりと自己分析
をして、自分が行きたい業界、会社、職種の研究を

　『就職の手引き』を読みましょう！
　先に配付した『就職の手引き』は、学部３
年生、修士１年生にとって必見の書です。進
路選択、就職支援体制、CLASSシステム「就
職情報」利用について、企業・教員・公務員
を希望する方へ、等さまざまなアドバイスが
掲載されています。お持ちでない方は就職課
（就職支援室）に申し出てください。

　就職資料室を利用しましょう！
　就職資料室には全国の企業・団体等から送
られてくる案内パンフレット、求人票、卒業
生在職者名簿や皆さんの先輩方が書き残して
くれている入社試験内容報告書など、貴重な
資料が豊富に取り揃えてあります。最新の求
人情報も業種別にすばやくチェックでき、効
率の良い就職活動をサポートしています。ま
た、教員・公務員関係や大学院進学関係の資

　

私
が
就
職
活
動
を
始
め
た
の

は
三
年
の
十
月
頃
で
し
た
。
こ

の
時
期
、
就
職
か
進
学
か
で
迷

っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら

に
し
て
も
い
ず
れ
は
就
活
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

な
ら
ば
今
経
験
し
て
お
く
こ
と

は
必
ず
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
か

ら
、
就
活
を
始
め
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
学
内
の
イ

ベ
ン
ト
、
企
業
の
説
明
会
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
以
前
か
ら
漠
然
と
鉄
道

会
社
に
入
り
た
い
と
は
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
説
明
会
に
参
加

て
進
学
で
は
な
く
就
職
し
よ
う

と
い
う
意
志
も
こ
こ
で
固
め
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。（
今

回
の
内
定
先
の
企
業
で
や
り
た

対
策
講
座
を
役
立
て
ま
し
た
。

一
回
目
は
55
点
前
後
、
二
回
目

は
、
40
点
前
後
と
厳
し
い
添
削

結
果
で
か
な
り
落
ち
込
む
こ
と

ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
通
過
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
面
接
で

も
何
回
も
落
ち
ま
し
た
が
、
そ

の
度
に
反
省
を
繰
り
返
し
、
と

に
か
く
自
分
の
軸
（
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
）
を
強

固
に
持
っ
て
、
そ
れ
を
伝
え
る

よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

　

周
囲
が
学
生
時
代
に
頑
張
っ

た
こ
と
を
「
バ
イ
ト
」
や
「
サ

ー
ク
ル
」
と
し
て
い
る
中
で
、

自
分
ひ
と
り
だ
け
「
学
校
の
勉

強
」
と
言
う
の
は
正
直
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
内
定
を

い
た
だ
け
た
の
も
自
分
の
軸
を

堂
々
と
表
現
し
、
そ
れ
が
熱
意

と
し
て
相
手
に
伝
わ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
就

活
を
始
め
る
皆
さ
ん
も
積
極
的

に
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
自

己
分
析
の
中
で
自
分
の
軸
と
な

る
も
の
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
武

器
と
し
て
ぜ
ひ
内
定
を
勝
ち
取

っ
て
下
さ
い
。

しましょう。
　別掲にあるように本学においては企業研究セミナ
ーをはじめ、マナー講習会、面接講習会等さまざま
な行事を開催します。また、公務員、教員希望者の
ガイダンス等も開催します。各学科（専攻）ごとに
開催する第２回進路（就職）ガイダンスでは、本年
度内定を受けた４年生、修士２年生より、体験を話

してもらいます。
　今後、皆さんの就職活動支援のためにさまざまな
行事を開催するのでぜひ参加してください。それが
進路決定の一助になることは間違いありません。ま
た、各学科には就職幹事の先生がいます。皆さんの
進路相談、就職指導、学校推薦等に関する業務を行
っているので遠慮しないで相談して下さい。

◆ ◆

料コーナーも、大いに活用してください。

　就職課（就職支援室）に相談しましょう！
　就職課員は、さまざまな学生の進路相談に
親身に応対しています。進路選択や就職活動
について悩んでいることやわからないことが
あったら、気軽に声を掛けてください。

　エントリーシートについて
　エントリーシートとは、企業が独自に作成
した応募書類で、履歴書と自己紹介書を合わ
せた内容となっています。入手方法は、以下
のとおり。
①�会社説明会で配付される（その場で提出を
求められることもある）
②�資料請求した際に資料とともに送付され、
後日郵送で提出する
③�ホームページ上で入力し送信する。また
は、プリントアウトし提出書類に同封する

　現在では、かなりの割合で提出を求められ
るので、大学で実施する対策講座等を積極的
に利用し、対策を練っておきましょう。
　就職支援行事に参加しましょう！
　就職課では、年間を通じて就職支援行事を
開催しています。お知らせは掲示板及び
CLASSシステムで行うので、定期的に確認
してください。参加申込の必要な行事（模
試・講座等）もあるので、注意してください。
　内定したら必ず報告してください！
　採用の決定は、卒業が確定するまでは「内
定」ということになります。採用内定の通知
を受けたら、進路（就職）登録をしたときと
同じくCLASSシステムで進路（内定）先を入
力してください。入力の仕方は『就職の手引
き』を参照してください。また、後輩のため
に内定した企業の入社試験内容報告書の提出
をお願いします。こちらは以後、就職資料室
に保管され、貴重な資料として活用させてい
ただきます。所定の用紙は『就職の手引き』

最終ページに付いています。『手引き』をお
持ちでない学生は就職課に申し出てくださ
い。
　学校推薦で内定を受けた学生は、就職幹事
の先生にも必ず報告してください。
　内定を受けた企業に対しては、お礼を兼ね
て挨拶することを忘れてはいけません。な
お、受験中で採否の結果が出ていない企業に
は、ただちに辞退する旨を連絡してくださ
い。

し
、
実
際
に
そ
こ
で
働
く
方
達

の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
の
か
を
見
つ
け
、
そ
し

い
こ
と
を
見
つ
け
た
の
も
こ
の

と
き
で
し
た
）

　

学
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て

は
、
特
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

め
げ
ず
に
毎
回
再
構
成
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
ま
で
書
類
落
ち
し

て
い
た
自
分
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ

　

私
の
就
活
は
以
下
の
通
り
。

　

◇
９
月
〜
10
月　

業
界
研

究
。
自
分
が
ど
の
業
界
を
志
望

す
る
か
検
討
。

　

◇
10
月
〜
11
月　

理
科
大
内

の
会
社
説
明
会
と
就
活
対
策
講

座
に
参
加
。
優
良
企
業
や
意
外

な
事
業
内
容
を
も
つ
企
業
を
発

見
す
る
最
高
の
機
会
。
理
科
大

の
就
活
講
座
は
全
参
加
、
特
に

模
擬
面
接
は
非
常
に
重
要
。

　

◇
12
月
〜
１
月　

企
業
が
行

う
説
明
会
に
参
加
。
社
員
の
方

に
自
分
の
志
望
す
る
仕
事
が
実

際
に
行
え
る
か
な
ど
確
認
。
会

社
の
雰
囲
気
に
合
わ
な
い
人
物

像
、で
き
な
い
仕
事
へ
の
意
欲
、

会
社
が
力
を
入
れ
て
い
な
い
仕

事
へ
の
ミ
ス
Ｐ
Ｒ
を
防
ぐ
。

　

◇
12
月
〜
３
月　

説
明
会
で

の
内
容
を
元
に
自
己
Ｐ
Ｒ
や
志

望
理
由
を
個
別
に
組
み
あ
げ
て

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
。

自
分
の
体
験
と
企
業
が
求
め
る

能
力
・
人
物
像
を
絡
め
て
Ｐ

Ｒ
。
Ｐ
Ｒ
は
部
活
動
や
サ
ー
ク

ル
の
経
験
が
良
く
、
部
長
や
主

将
等
の
役
職
は
更
に
有
利
。
私

は
山
岳
部
部
長
の
経
験
を
元
に

Ｐ
Ｒ
を
作
成
し
た
。

　

◇
１
月
〜
３
月　

面
接
・
筆

記
試
験
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

記
入
時
の
自
己
Ｐ
Ｒ
を
確
認
し

て
面
接
に
臨
む
。
Ｐ
Ｒ
に
対
し

て
回
答
が
困
難
な
質
問
と
考
え

た
回
答
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
、

次
回
以
降
の
面
接
と
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
に
活
用
。
研
究
紹
介

で
は
自
分
の
研
究
の
独
自
性
、

優
位
性
、
選
択
理
由
を
明
確
に

言
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
ま

た
研
究
の
問
題
点
や
解
決
方
法

も
検
討
し
て
お
く
。
更
に
理
学

系
で
は
社
会
や
志
望
企
業
で
の

自
分
の
研
究
の
意
義
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
か
が
重
要
。
志
望
職
種
へ

の
質
問
で
は
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る

様
子
を
見
せ
ず
、
様
々
な
仕
事

に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
柔

軟
性
を
Ｐ
Ｒ
。
面
接
全
般
の
マ

ナ
ー
や
話
し
方
は
本
学
の
模
擬

面
接
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
座
が
有
効
。筆
記
試
験
は「
Ｓ

Ｐ
Ｉ
ノ
ー
ト
の
会
」の
本
で
企
業

毎
に
対
策
。
ま
た
性
格
診
断
に

は
明
確
な
試
験
対
策
が
あ
る
。

　

◇
三
月　

テ
ル
モ
㈱
か
ら

「
内
定
」
通
知
を
頂
く
。

　

◇
最
後
に
一
言　

化
学
系
は

就
活
の
流
れ
が
早
い
。

就職担当事務課
＊神楽坂校舎（１号館３階）
　学生支援部就職課（神楽坂） 平日８：30～21：30
＊九段校舎（南棟７階）
　　　　　　　工学事務課 平日８：30～18：30
＊野田校舎（１号館３階）
　 学生支援部就職課（野田） 平日８：30～18：00
＊久喜校舎（A棟１階）
　　久喜事務部就職支援室 平日８：30～17：00
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今が大切！2011年３月卒業（修了）予定の皆さんへ
Back-up ガイダンス

H218月 ９月 H22１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月10月 11月 12月
インターンシップ 業界・企業・職種研究

筆記・面接試験対策 会社説明会参加 内々定

エントリー・書類提出 筆記・面接試験

厳しさ増す環境、万全の準備を！
□会社説明会のピークは２～３月
□第１活動期：４月初め（大手・人気企業）…短期集中の内定出し（GW前後がピーク）
□第２活動期：GW明け（中堅企業）…幅広い期間の内定出し（５月下旬～７月下旬）
＊詳細は『就職の手引き』P4の「就職関係行事および活動計画」をご覧ください

◆教員・公務員就職活動スケジュールの詳細も『就職の手引き』をご覧ください

企 業 就職活動スケジュール

就職課をフル活用しましょう

10～11月の主な就職関係行事
＊詳細はCLASS掲示板で確認してください
＊学部・学科指定がない場合、他校舎での行事に参加できます

● ●

説
明
会
な
ど
積
極
参
加
が
奏
功

Ｊ
Ｒ
東
日
本　
内
定
工
学
部
第
一
部
・

機
械
工
学
科
４
年

月
岡
正
規

自
己
Ｐ
Ｒ
を
模
擬
面
接
で
磨
く

テ
ル
モ　
内
定
理
学
研
究
科
・

化
学
専
攻
修
士
２
年

田
岡
晃
平

わたしの就活体験記

　◇10　月（前半　略）
日付 神楽坂（九段） 野　田 久　喜

20（火） GAB・CAB対策講座＆テスト
17：00～19：00

21（水） 農林水産省業務説明会（1441教室）
16：30～17：30

21～23 企業研究セミナー
15：00～19：00（17階記念講堂）

22（木） 自己分析・適性テスト 
16：20～18：40（C301教室）

24（土）
面接講習会
11：00～12：30（KS203教室）、
14：30～16：00（記念講堂） 

エントリー対策講座＆実習・
SPI検査対策テスト
10：00～15：00

〃
人間力アップセミナー開講
１月９日まで全８回（神楽坂
３号館351教室）

25（日）人事院「本府省業務説明会」（九段校舎）
10：40～17：40

26～28 企業研究セミナー
15：00～19：00（17階記念講堂）

28（水） 就職面接講習会
16：20～17：50（C201教室）

29（木） さいたま市小・中学校教員採用
＆臨時的任用教員希望者説明会

31（土）
河合塾「工学の基礎」講座第１回

（全18回 ～3/29）9：30～12：00、       
LEC「教養講座」講座第１回（全２回）
14：30～17：40（321教室）

企業研究セミナー（講義棟４階）
①9：00～12：00、②13：00～16：00 
河合塾「工学の基礎」講座第１回

（全18回　～3/29）14：00～16：30 
LEC「教養講座」講座第１回

（全２回 11/3）9：20～12：30（K102教室）

　◇11　月
日付 神楽坂（九段） 野　田 久　喜

２（月） CAB・GAB対策講座
16：10～18：40（622教室）

４（水） CAB・GAB対策講座　　　　
14：30～17：00（KC201教室）

国家公務員採用試験制度説明会
16：30～

エントリーシート対策講座及び実習
16：20～18：45（C201教室）

５（木）
就職セミナー「製造業の現状
と今後の動向」
18：00～19：30（323教室）

６（金） 企業研究セミナー（17階記念講堂）

７（土） 面接講習会（K103教室）
①10：30～12：00②13：30～15：00

９～11 企業研究セミナー（講義棟）
９～13 企業研究セミナー（17階記念講堂）

12（木） SPI模擬テスト
16：20～18：50（C301教室）

14（土）
エントリー対策講座＆実習、
GAB・CAB対策講座＆テスト
10：00～15：30

16（月）企業研究セミナー（17階記念講堂）
16～18 企業研究セミナー（講義棟）

18（水）
職種研究セミナー「ものづくりの
技術系職種」
15：30～18：00（351教室）

グループワーク体験講座
16：20～17：50（学生食堂）

24～25 企業研究セミナー（17階記念講堂）

25（水）
GAB・CAB模擬テスト（第３回
進路（就職）ガイダンス含む）
16：20～18：20（C201教室）

25～26 公務員業務説明会16：30～18：40

26～27 公務員業務説明会（記念講堂、
大会議室）14：00～18：00

27（金）教員ガイダンス16：10～17：50

28（土）学内公務員模擬試験（国家Ⅰ種対応）
8：50～16：30

学内公務員模擬試験（国家Ⅰ種対応）
8：50～16：30
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文
科
省
採
択
「
大
学
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

山
口
県
立
大
学
・
山
口
学
芸
大
学

２
大
学
と
事
業
推
進
協
定

　

本
学
は
、
文
部
科
学
省
の
平

成
二
十
一
年
度
「
大
学
教
育
充

実
の
た
め
の
戦
略
的
大
学
連
携

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
山
口
県

立
大
学
、
山
口
学
芸
大
学
と
共

同
応
募
し
た
「
個
性
的
小
規
模

大
学
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
型

e-quality
仮
想
的
大
学
の
創

生
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
九
月
十
二
日
、
実
施
に
向

け
た
協
定
締
結
の
調
印
式
を
山

口
県
立
大
学
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
特
色
あ
る
教
育
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
る
個
性
的

小
規
模
大
学
が
連
携
し
、
地
元

自
治
体
、
試
験
研
究
機
関
、
民

間
企
業
団
体
と
の
連
携
の
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か

し
た
高
校
・
大
学
と
の
円
滑
な

接
続
、
各
種
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
・
提
供
、
地
域
課
題
解

決
に
向
け
た
共
同
研
究
を
推
進

し
、
地
域
に
広
く
還
元
す
る
こ

と
に
よ
り
、
教
育
研
究
水
準
の

高
度
化
、
若
者
の
地
元
定
住
、

地
域
人
材
の
育
成
等
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

総
事
業
費
は
、
平
成
二
十
一

〜
二
十
三
年
度
の
三
年
間
で
約

一
億
五
千
万
円
。
事
業
内
容

は
、
①
高
大
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
共
同
実
施
、
②
各
大
学
に
共

通
す
る
科
目
の
教
材
の
共
同
開

発
、
③
自
治
体
、
民
間
企
業
団

体
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
推
進
、
④
学
生
に

よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
の
展
開

｜

等
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
立
大
学
（
江
里
健
輔

学
長
）
と
山
口
学
芸
大
学
（
賀

屋
野
洋
学
長
）
と
の
調
印
後
、

塚
本
学
長
は
「
地
域
に
密
着

し
、
地
域
に
育
て
て
も
ら
う
仕

組
み
づ
く
り
を
行
い
、
人
材
育

成
を
図
り
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

特
典
も
あ
り
、
し
か
も
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
等
の
設
備
も
完
備
さ
れ
て
い

る
の
で
、
生
活
費
を
大
幅
に
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
、
在
学
生

や
保
護
者
の
方
に
大
変
好
評
で

す
。

　

九
月
七
日
に
行
っ
た
奨
学
ア

パ
ー
ト
制
度
家
主
向
け
説
明
会

で
は
、
二
十
人
以
上
の
大
家
さ

ん
が
参
加
さ
れ
、
本
学
の
学
生

支
援
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
本
年
度
も
数
多
く
の

物
件
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

受
験
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

入
学
後
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
本
学

の
奨
学
ア
パ
ー
ト
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

京
理
科
大
学
の
大
学
（
東
京
理

科
大
学
・
諏
訪
・
山
口
・
短
大

含
む
）
の
卒
業
生
を
父
母
と
す

る
入
学
生
の
う
ち
、
奨
学
金
希

望
者
に
入
学
金
相
当
額
（
二
十

八
万
円
）
を
給
付

　

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
し
て
七

月
二
十
五
日
（
土
）、
八
月
八

日
（
土
）
の
二
日
間
に
わ
た
り

開
催
。
同
時
期
と
し
て
は
過
去

最
高
の
五
百
七
十
人
の
参
加
者

を
集
め
、
各
回
と
も
に
と
て
も

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
全
体
会
参
加
の

後
、
特
集
企
画
で
あ
る
「
学
生

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
参

加
。
一
回
目
は
「
就
職
の
強
さ

の
秘
密
を
探
る
」
を
、
二
回
目

は
「
信
州
諏
訪
の
地
の
魅
力
と

は
！
」
を
ト
ー
ク
テ
ー
マ
に
、

在
学
生
の
代
表
者
四
人
が
壇
上

で
語
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
高

校
生
か
ら
は
「
学
生
の
生
の
声

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
就
職

の
強
さ
が
実
感
で
き
た
」「
学

生
の
社
会
に
向
け
た
活
動
や
意

識
の
高
さ
を
実
感
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
学
食
無
料
体

験
、
各
学
科
の
模
擬
授
業
、
入

試
概
要
説
明
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
ツ
ア
ー
な
ど
に
自
由
に
参
加

し
、
本
学
を
十
分
に
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
研
究
室

公
開
で
は
全
て
の
研
究
室
が
公

開
さ
れ
、
参
加
者
は
最
新
の
研

究
を
目
の
当
た
り
に
し
、
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

日
の
日
程
で
、
実
験
や
も
の
づ

く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
体
験
コ
ー
ス
で

は
、
液
体
窒
素
を
使
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
凍
ら
せ
て
マ
イ

ナ
ス
百
九
十
六
℃
の
世
界
を
体

験
し
た
り
、
ご
ぼ
う
を
煮
て
そ

の
繊
維
を
使
っ
て
ハ
ガ
キ
づ
く

り
に
挑
戦
し
た
り
、
Ｐ
Ｃ
を
使

っ
て
コ
ン
ビ
ニ
店
長
を
体
験
し

た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
あ

る
コ
ー
ス
で
の
学
習
に
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
も
の
づ
く
り
コ
ー

ス
で
は
、
参
加
者
は
七
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
本
学
教
員
や

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
手
ほ
ど
き

で
、
分
光
器
や
紙
飛
行
機
、
ジ

ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
な
ど
の
製

作
を
体
験
し
ま
し
た
。「
電
子

楽
器
テ
ル
ミ
ン
」
の
コ
ー
ス
で

は
ハ
ン
ダ
ゴ
テ
を
使
っ
て
「
テ

ル
ミ
ン
」
を
製
作
、
完
成
後
に

は
音
階
（
ド
レ
ミ
フ
ァ
…
…
）

を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

本
学
は
十
月
四
日

（
日
）、
父
母
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
談
会
に
は
昨
年
を

上
回
る
約
二
百
七
十

六
件
、
四
百
三
人
の

父
母
等
が
参
加
、
学

部
別
や
個
別
の
懇
談

会
で
各
学
科
の
特
徴

や
理
念
、
学
生
の
様

子
に
つ
い
て
の
話
等

を
聞
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
今
年
で
五
回
目

の
開
催
。
学
部
別
に
本
学
の
現

況
や
教
務
、
就
職
状
況
等
の
説

明
、
個
別
に
相
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
父
母
ら
は
自
然
に
囲

ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
子
を

体
感
し
、
学
生
の
本
学
で
の
様

子
や
今
後
の
進
路
等
に
つ
い
て

熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
全
体
会
で
は
「
就

職
」「
防
犯
」「
学
外
学
生
相

談
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
で
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

調印を終え握手する３学長。左から塚本本学学長、
江里山口県立大学長、賀屋野山口学芸大学長

「
奨
学
ア
パ
ー
ト
」お
薦
め

学
生
支
援
制
度　

格
安
・
特
典
あ
り

　

本
学
で
は
、
大
学
周
辺
の
下

宿
ア
パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
奨
学
ア
パ
ー
ト
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
本
学
学
生
の
福
利
厚

て
い
ま
す
＝
別
表
参
照
。

　

特
に
奨
学
ア
パ
ー
ト
は
、
家

賃
月
額
二
万
六
千
円
以
下
と
格

安
の
家
賃
で
、
最
低
三
ヵ
月
以

上
は
家
賃
を
半
額
に
割
引
す
る

生
を
充
実
す
べ
く
、
学
生
支
援

の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、

家
賃
、
特
典
、
敷
金
・
礼
金
、

設
備
の
条
件
に
よ
り
、
二
つ
の

タ
イ
プ
の
ア
パ
ー
ト
を
用
意
し

平成21年度山口東京理科大学
保証人懇談会を開きます

◆日時：11月21日（土）10：30～14：00
　＊9：30から受付開始
◆プログラム：
　10：30～　開会挨拶、大学現状報告
　10：50～　大学生活の報告
　11：20～　質疑・応答
　11：35～　昼食・休憩・保証人との懇談会
　12：20～14：00　個別相談（希望者のみ）
◆場所：本学５号館２階5201教室
◆お問い合わせ先：
　☎0836・88・3500　FAＸ0836・88・3400
　E-mail　ygakumu@admin.tus.ac.jp

奨学アパート 推薦アパート
家 賃 月額26,000円以下 月額33,000円以下
特 典 ３ヵ月以上の家賃半額割引 １ヵ月以上の家賃半額割引
敷 金 １ヵ月分以内 １ヵ月分以内
礼 金 なし なし
設 備 ５つ以上完備＊ ５つ以上完備＊
＊設備：�エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、机、ベット、

照明器具、インターネット引き込みのうち５つ以上

◆　山口東京理科大学奨学アパート制度　◆

談話室パルテール
売店リニューアル

　９月17日、パルテール（学生
談話室）内にある売店がリニュ
ーアルオープンしました＝写
真。全国展開するコンビニエン
スストア「ヤマザキショップ」
が入店し、従来よりも商品が格
段に充実。書籍、雑誌、日用
品、パン、菓子類等が豊富に取
り揃えてあり、昼時には多くの
学生で賑わい、評判も上々で
す。

　
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』（
７
月
19

日
号
特
集
企
画
）
の
「
全
国
二

三
〇
大
学
就
職
率
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
、
本
学
が
十
三
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』（
８
月
２
日

号
特
集
企
画
）
の
「
学
部
系
統

別
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は

「
商
・
経
済
・
経
営
系
」
で
本

学
経
営
情
報
学
部
が
第
一
位
、

「
理
工
系
」
で
本
学
シ
ス
テ
ム

工
学
部
が
第
三
十
二
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
春
の
卒
業
生
の
就
職
活
動

は
、
昨
年
後
半
か
ら
景
気
後
退

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
不
況
に

伴
い
大
学
進
学
へ
の
経
済
支
援

策
と
し
て
、
受
験
生
の
経
済
支

援
を
目
的
に
来
年
度
（
二
〇
一

〇
年
度
）
入
学
生
か
ら
、
二
つ

の
新
た
な
給
付
型
の
奨
学
金
制

度
を
設
け
ま
し
た
。
要
項
は
次

の
通
り
で
す
。

　

一
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
経

済
支
援
奨
学
金
＝
指
定
校
制
推

薦
入
試
と
一
般
入
試
Ｂ
方
式

（
前
期
）
入
試
に
よ
り
入
学
し

た
者
の
う
ち
、
奨
学
金
希
望
者

で
成
績
優
秀
者
各
学
科
五
人
に

入
学
金
相
当
額
（
二
十
八
万

円
）
を
給
付

　

二
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
同

窓
子
女
奨
学
金
＝
学
校
法
人
東

新
入
生
支
援
奨
学
金
２
つ

新
入
生
支
援
奨
学
金
２
つ

新
年
度
か
ら

厳
し
い
状
況
に
対
応

就
職
率
230
大
学
中
13
位
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』誌

特
集
で
報
道
に
よ
る
雇
用
情
勢
の
悪
化
か
ら

大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、

幅
広
い
視
野
と
積
極
性
で
内
定

を
勝
ち
取
っ
た
学
生
も
多
く

「
工
学
と
経
営
学
の
融
合
教
育
」

で
培
っ
た
「
実
践
力
」
が
発
揮

さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
賑
わ
う

全
研
究
室
を
公
開
　

過
去
最
高
の
参
加
者

研究室公開で訪れ、興味深く説明を聞くオープンキャンパス参加者

　

八
月
一
日
（
土
）
〜
二
日

（
日
）
の
両
日
「
サ
イ
エ
ン
ス

夢
合
宿
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

諏
訪
地
域
を
は
じ
め
県
内
の
小

学
校
五
、
六
年
生
と
そ
の
保
護

者
四
十
組
八
十
人
が
参
加
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
に
宿
泊
す
る
一
泊
二

秋の父母懇談会 開く

楽しんだ！サイエンス夢合宿

ハンダゴテを使って苦心の電子楽器テルミン作り



　

八
月
二
十
一
日
（
金
）、
本

学
は
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
宇

宙
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム　

宇
宙
と
生

命
の
最
先
端　

日
本
で
初
め
て

理
科
大
と
『
き

ぼ
う
』
が
つ
な

が
る
！
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
「
き
ぼ
う
」

に
約
八
カ
月
間

保
管
し
た
ミ
ヤ

コ
グ
サ
の
種
を

関
東
近
県
の
中

学
・
高
校
に
授
与
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
種
を
授
与
さ
れ
る
五
つ

の
中
学
・
高
校
生
七
十
人
の
ほ

か
一
般
参
加
者
約
六
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

島
田
浩
章
基
礎
工
学
部
教

授
、
続
い
て
河
村
洋
諏
訪
東
京

理
科
大
学
教
授
に
よ
る
「
植

物
」「
宇
宙
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
の
後
、「
き
ぼ
う
」
に

滞
在
し
て
い
た
若
田
光
一
宇
宙

飛
行
士
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
上
映
。
約
九
十
分
の

間
、
参
加
者
ら
は
宇
宙
に
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
二
十
二
日
（
土
）

に
は
諏
訪
東
京
理
科
大
学
で
も

同
様
に
「
宇
宙
に
一
番
近
い
大

学
へ
行
こ
う
！　

ヒ
ト
は
な
ぜ

宇
宙
を
目
指
す
の
か
」
が
開
催

さ
れ
、
中
高
生
ら
八
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

ヒ
ト
は
、
自
分
の
身
に
降
り

か
か
る
出
来
事
を
選
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
状
況
で
も

人
に
よ
り
受
け
止
め
方
が
違
え

ば
、
そ
の
後
の
行
動
も
違
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
受
け
止
め
方
に

「
ク
セ
」
が
存
在
す
る
場
合
が

多
い
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で
顔
見

知
り
の
人
を
見
か
け
て
会
釈
を

し
た
と
し
ま
す
。
し
か
し
そ
の

人
は
知
ら
ん
顔
で
す
。
そ
の
時

に
Ａ
さ
ん
は
「
自
分
は
印
象
が

薄
い
か
ら
相
手
は
覚
え
て
な
い

ん
だ
…
…
」
Ｂ
さ
ん
は
「
こ
っ

ち
が
挨
拶
し
て
い
る
の
に
感
じ

わ
る
い
！
」、
Ｃ
さ
ん
は
「
あ

れ
？
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
か

な
？
」、
Ｄ
さ
ん
は
「
ど
う
し

よ
う
…
…
何
か
嫌
わ
れ
る
よ
う

な
こ
と
し
た
か
な
ぁ
」
な
ど
、

様
々
な
受
け
取
り
方
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
受
け
取
り
方

に
は
、
他
の
状
況
で
も
同
じ
よ

う
な
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
せ
い
で
辛
く
な
っ
た
り
、
嫌

に
な
っ
た
り
、
積
極
的
に
行
動

す
る
の
が
怖
く
な
っ
た
り
す
る

場
合
は
、
自
分
の
「
考
え
方
の

ク
セ
」
を
知
り
、
幅
を
変
え
た

り
、
角
度
を
変
え
た
り
と
修
正

す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
楽

に
な
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
ク
セ
は
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
最
近
相
談
室
を

訪
れ
る
方
の
な
か
に
多
く
見
ら

れ
る
の
が
「
あ
あ
な
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
」「
こ
う
思
わ
れ
た

ら
ど
う
し
よ
う
」
と
先
を
予
測

し
て
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
し

ま
う
パ
タ
ー
ン
と
、
相
手
の
心

を
深
読
み
し
て
嫌
わ
れ
て
い
る

と
か
、
自
分
の
こ
と
を
バ
カ
に

し
て
い
る
と
思
い
込
み
、
相
手

に
対
し
て
苦
手
意
識
を
持
つ
よ

う
に
な
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　

ヒ
ト
は
未
来
を
当
て
た
り
、

他
人
の
心
を
読
む
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。
客
観
的
な

視
点
を
持
ち
、
余
分
な
不
安
を

抱
え
て
し
ま
う
自
分
か
ら
抜
け

出
し
ま
し
ょ
う
。

（
神
楽
坂
校
舎
学
生
よ
ろ
ず
相

談
室
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
伊
藤
厚
子
）
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【
同
窓
生
】

◇
金
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野　

義
男
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
内
未
知
夫
様

（
累
計
金
一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

津
川　

善
夫
様

◇
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

山
下　

秀
雄
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

渡
辺　

雅
夫
様

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
神　

一
郎
様

 （
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

金
子　

榮
三
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
部　

三
司
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
城　
　

崇
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

寺
脇　
康
文
様　
平
井　
司
寸
様

増
古　

恒
夫
様

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円

葛
田　

正
雄
様

（
累
計
金
一
、六
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

小
野　

具
彦
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
井　

清
一
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
神
布
未
子
様　
内
山　
孝
子
様

内
山　
龍
夫
様　
小
野
寺
恵
吾
様

川
浦　
啓
克
様

神
原　
　
勤
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

菊
池　
克
則
様　
木
南　
　
誠
様

後
藤　
芳
孝
様

小
林　
邦
夫
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
井　

昭
男
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
宮　
政
一
様　
渋
谷　
一
夫
様

杉
本　
　
勝
様　
鈴
木　
　
博
様

鈴
木　

行
生
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　
隆
一
様　
高
橋　
康
太
様

高
山
あ
け
み
様　
田
邉　
仁
士
様

谷
口　
　
督
様　
中
井　
建
介
様

中
西　
　
繁
様　
新
野　
英
樹
様

二
本
柳
直
衛
様　
原
田　
　
勊
様

久
松　
由
東
様　
平
田　
高
世
様

平
野　
信
一
様　
細
井　
博
範
様

溝
井　

愽
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

妙
円
薗　
勉
様

武
藤　
孝
義
様

（
累
計
金
六
〇
九
、〇
〇
〇
円
）

村
松
喜
久
雄
様

若
林　
健
志
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

三
浦　

康
男
様

（
累
計
金
四
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

相
田　

良
成
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

浅
野　
　

晃
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

井
﨑　
　

学
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

井
上　
圭
典
様　
海
野　
　
格
様

岡
村　
　

武
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
本　

公
爾
様

（
累
計
金
一
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
川　

裕
幸
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

奥
山　
　
謙
様　
小
栗　
裕
晃
様

木
村　
　

豊
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

栗
山　

哲
也
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
田　
和
雄
様　
齋
木　
保
男
様

坂
本　

正
紀
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

塩
野　
　
要
様

菅
野　
啓
司
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
尾　

英
明
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
木　

重
雄
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
内　
　
誠
様

田
中　
平
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
畑　
信
行
様　
千
葉　
　
穰
様

中
村　
敏
秀
様　
中
山　
　
明
様

林　
　

四
郎
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

牧
野　
正
幸
様

松
田　
　
清
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
瀬　

敬
教
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
下　

誠
次
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

八
嶋　
　

廣
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

柳
井　
幸
男
様

若
杉　
浩
榮
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

五
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

青
木　
　
林
様　
有
賀　
昭
三
様

大
川　
泰
雄
様　
佐
藤　
博
臣
様

清
水　
　

男
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

種
田　
　
実
様

平
野　
　
宏
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺　
貢
吉
様　
匿
名　
　
三
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

岩
佐　
光
輝
様

冨
士　
直
志
様

（
累
計
金
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

大
田　

二
朗
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

玖
珂　

紀
夫
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
山　
信
一
様

近
藤　
明
良
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤　
　

恭
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

首
藤　
　

隆
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

谷
川　
岩
枝
様　
松
永
覚
之
助
様

守
屋　
　

茂
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

柳　

恵
津
子
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

大
塚　
　

潤
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

赤
坂　
昌
幸
様　
秋
山　
昌
弘
様

有
間　

太
一
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
田
智
弥
子
様　
石
塚　
才
貴
様

市
田　
　
晃
様　
伊
藤　
正
男
様

宇
佐
美　
功
様　
生
形　
祥
明
様

大
﨑
多
久
司
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
澤　
隆
雄
様　
太
原　
津
治
様

岡
村　

秀
時
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

角
出　
光
一
様

川
手　
鮎
子
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

菊
池　

郭
元
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

鯨
井　

智
巳
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

久
保
田
隆
史
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
平　

勇
次
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林　
治
憲
様

坂
本　
幸
教
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
瀬　
征
雄
様　
志
賀　
一
恵
様

杉
村　
晴
通
様

鈴
木　
貴
司
様

（
累
計
金
二
八
、〇
〇
〇
円
）

高
原　
　

光
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口　

正
俊
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
島　

英
幸
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中　

如
之
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
邊　
　

眞
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

の健康

ココロ
カラダ

と
新

３

自
分
の
考
え
方
の
ク
セ
を
知
る

塚
本　
　
信
様　
刀
祢　
大
州
様

中
澤　
　

誠
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
村　
　
實
様　
二
司　
元
能
様

野
﨑　

善
吉
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

長
谷
川　

薫
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

馬
場　
昭
夫
様　
布
川　
昌
広
様

福
田　
浩
嗣
様　
堀
場　
芳
一
様

本
間　
克
樹
様

松
浦
勝
次
郎
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

満
山　
　
進
様

持
地　
保
穂
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
川　

和
哉
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
極　

時
生
様

（
累
計
金
九
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
崎　

善
彦
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
之
内
太
郎
様

山
本　
隆
志
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本　
正
敏
様　
吉
田　
淳
一
様

吉
鷹　
　
啓
様　
匿
名　
　
五
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

浅
野　
広
和
様　
髙
山　
憲
行
様

◇
金
三
、〇
〇
〇
円

清
水　
　

靖
様

（
累
計
金
一
三
、七
五
一
円
）

匿
名　
　

一
名

◇
金
一
、二
五
六
円

端
坂　

隆
信
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
円

楊　
　
　

哉
様

◇
そ
の
他

一
件　

一
〇
五
円

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
内　

政
照
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

山
下　

裕
司
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

福
岡　

正
巳
様

（
累
計
金
九
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
教
職
員
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
山　

和
夫
様

（
累
計
金
一
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

小
早
川
増
雄
様

（
累
計
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

澤　
　

芳
昭
様

（
累
計
金
六
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

二
瓶　

好
正
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺　

恒
夫
様

（
累
計
金
三
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡　
　

寬
様

（
累
計
金
二
、五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

安
部　
　

良
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
西　

久
幸
様

（
累
計
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円

小
島　

尚
人
様

（
累
計
金
七
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

伊
藤　
　

操
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円

山
田　

俊
彦
様

（
累
計
金
五
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

藤
野　

仁
三
様

（
累
計
金
一
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

荒
川　
裕
則
様　
石
森　
秀
明
様

太
田　
隆
文
様　
大
貫　
和
信
様

岡　
　
睦
雄
様

菅
原　
秀
章
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙　
　

久
晴
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
井　

洋
二
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

皆
川
長
三
郎
様

森　
　
健
一
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本　

芳
人
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

二
名

◇
金
九
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

岩
片
古
志
郎
様

木
村　
悦
郎
様

（
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田　

幸
夫
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

星　
　
　
　

肇
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　

五
名

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　

一
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

小
池　

茂
年
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下　

輝
雄
様

（
累
計
金
九
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

加
賀
谷
貞
夫
様

（
累
計
金
二
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

菅
井　
　

繁
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本　

岩
男
様

（
累
計
金
六
三
三
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

山
下　
　

正
様

（
累
計
金
一
、八
八
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

大
木　

達
也
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡　

淳
一
郎
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

加
納　
　

誠
様

（
累
計
金
六
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

牧　
　

高
司
様

（
累
計
金
三
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

巻
田　

悦
郎
様

（
累
計
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
九
、〇
〇
〇
円

東
原　

美
子
様

（
累
計
金
一
一
八
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

佐
伯　
政
俊
様　
匿
名　
　
一
名

【
法
人
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
岡
村
製
作
所
様

（
累
計
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
清
和
ビ
ジ
ネ
ス
様

（
累
計
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
シ
ー
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
様

（
累
計
金
五
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
キ
ミ
カ
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

合
同
会
社
Ｉ
Ｔ
統
制
研
究
所
様

【
団
体
】

◇
金
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

「
東
京
理
科
大
学
発
祥
の
地
」
記

念
碑
建
立
の
会
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
ロ
ー
バ
ー
・
レ
ン

ジ
ャ
ー
ク
ル
ー
様

長
峰　
博
明
様　
赤
羽
根
み
ど
り
様

新
井　
盛
賀
様　
市
川　
武
昭
様

上
島　
和
子
様　
上
杉　
雅
彬
様

榎
本　
知
子
様　
大
熊　
孝
義
様

大
西　
公
子
様　
笠
原
す
ち
江
様

日
下　
　
晋
様　
久
保
田
賢
二
様

佐
藤　
憲
司
様　
沢
村　
　
豊
様

塩
田　
英
雄
様　
島
田　
武
雄
様

清
水　
弘
子
様　
鈴
木
つ
や
子
様

玉
木　
章
子
様　
田
巻　
淑
子
様

中
田　
一
矢
様　
中
野　
建
之
様

馬
場　
潤
子
様　
馬
場　
弘
之
様

広
井　
憲
二
様　
藤
井　
幸
子
様

真
嶋　
文
子
様　
真
嶋　
光
夫
様

松
本　
　
格
様　
矢
崎　
信
勝
様

和
田　
　
靖
様

理
窓
技
術
士
会
様

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

31
Ｂ
同
期
会
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

美
術
同
好
会　

有
志
様

（
累
計
金
八
四
、二
一
八
円
）

長
島　
昭
明
様　
浅
田　
恒
雄
様

石
渡　
正
治
様　
柿
添　
　
実
様

金
井　
健
一
様　
金
子
雄
一
郎
様

黒
崎　
弘
康
様　
鈴
木　
　
博
様

浜
田　
修
一
様　
平
田　
敏
昭
様

◇
金
二
四
、〇
〇
〇
円

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

野
神
会
様

（
累
計
金
一
〇
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、九
〇
九
円

理
窓
会
埼
玉
支
部
様

（
累
計
金
七
一
、九
〇
九
円
）

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
金
一
三
、五
二
四
、〇
〇
〇
円

個
人　

二
〇
五
名

（
累
計
金
一
六
七
、五
四
〇
、二
九
〇
円
）

○
入
金
額

［
個
人
］ 

（
二
三
五
名
）

三
三
、九
六
二
、三
六
一
円

［
法
人
］ 

（
五
社
）

二
、二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］ 

（
七
団
体
）

一
、四
三
四
、九
〇
九
円

［
こ
う
よ
う
会
］ 

（
二
〇
五
件
）

一
三
、五
二
四
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
二
〇
〇
九
年
七
月
三

十
一
日
）

［
個
人
］ 

（
五
、七
三
九
名
）

九
二
一
、二
九
八
、一
四
一
円

［
法
人
］ 

（
三
六
九
社
）

九
一
二
、〇
四
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］ 

（
二
三
五
団
体
）

三
五
、〇
九
〇
、九
六
七
円

［
こ
う
よ
う
会
］ （
二
、四
二
五
件
）

一
六
七
、五
四
〇
、二
九
〇
円

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
☎
〇
三
・
五
二
二 

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三 

＊e-m
ail

：125shunen@
adm

in.tus.ac.jp

＊U
RL:http://w

w
w

.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

あの「きぼう」とつながる！
宇宙教育フォーラム 開く

参
加
し
た
女
子
中
高
生
た
ち

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今

回
は
、
二
〇
〇
九
年
五
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
振
込

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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科
学
技
術
館
（
東
京
・
千
代
田
区
）

に
一
種
独
特
な
空
間
が
あ
る
。
入
っ
た

瞬
間
、
倉
庫
に
い
る
錯
覚
に
陥
る
。
ワ

ー
ク
ス
と
い
う
実
験
工
房
で
あ
る
。
実

験
を
作
り
上
げ
る
様
々
な
道
具
や
原
材

料
、
作
業
机
な
ど
が
大
き
な
ス
ペ
ー
ス

を
と
る
。
そ
の
一
角
に
入
館
者
を
相
手

に
、
や
さ
し
く
、
面
白
く
、
科
学
の
実

験
を
演
じ
る
白
衣
姿
の
村
上
さ
ん
が
い

た
。
実
験
に
喜
び
、
話
術
に
笑
っ
て
く

れ
る
子
ど
も
が
、
ま
た
来
て
く
れ
る
こ

と
が
一
番
の
幸
せ
、
と
村
上
さ
ん
。

　

ワ
ー
ク
ス
は
実
験
を
ど
う
見
せ
る

か
、
ど
う
組
み
立
て
る
か
、
実
験
開
拓

の
場
で
あ
り
、
こ
こ
を
拠
点
に
千
人
を

こ
え
る
大
ホ
ー
ル
で
活
躍
す
る
。
村
上

さ
ん
は
、
米
村
で
ん
じ
ろ
う
さ
ん
を
支

え
る
有
力
メ
ン
バ
ー
。
米
村
さ
ん
と
い

え
ば
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
、
実
験
で

科
学
の
楽
し
さ
を
子
ど
も
に
伝

え
る
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
で
あ
る
。

　

現
在
、
村
上
さ
ん
は
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
に
あ
っ
て
、
シ
ョ
ー

の
頭
と
尻
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ

る
。
寄
席
演
芸
で
言
う
「
色
も

の
」
的
な
存
在
で
あ
る
。
実
験

だ
け
だ
と
平
板
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
相
方
と
漫
才
を
や

り
な
が
ら
実
験
を
す
る
手
法
を
編
み
出

し
た
。
ボ
ケ
も
ツ
ッ
コ
ミ
も
で
き
る
。

　

小
さ
い
時
か
ら
お
笑
い
が
好
き
だ
っ

た
。
漫
才
師
に
な
り
た
い
と
高
校
生
で

思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

北
海
道
の
、
昔
は
炭
鉱
の
町
、
い
ま

は
漁
業
の
町
の
羽
幌
町
で
生
ま
れ
育

ち
、
父
は
甘
エ
ビ
漁
の
漁
師
で
あ
る
。

そ
ん
な
土
地
柄
が
あ
っ
て
か
、
人
前
に

出
る
の
が
恥
ず
か
し
く
、
初
対
面
の
人

と
は
話
せ
な
い
性
格
だ
っ
た
。

　

東
京
理
科
大
に
入
る
た
め
上
京
す
る

際
、
こ
れ
で
は
駄
目
だ
と
意
識
改
革
を

め
ざ
し
た
。
東
京
に
知
り
合
い
は
な
か

っ
た
。
人
見
知
り
す
る
過
去
を
知
る
者

は
誰
も
い
な
い
。
変
化
す
る
チ
ャ
ン
ス

と
思
っ
た
。
理
科
大
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
に
入
り
、
先
輩
と
付
き
合
う
こ
と

を
核
と
し
て
、
見
事
に
変
わ
れ
た
。

　

い
ま
の
仕
事
は
、
バ
イ
ト
で
部
活
の

先
輩
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

そ
の
村
上
少
年
は
、
国
語
・
英
語
が

嫌
い
で
、
化
学
・
数
学
が
好
き
だ
っ

た
。
中
学
生
で
や
っ
た
銀
鏡
反
応
の
実

験
で
、
科
学
好
き
な
自
分
た
ち
の
班
だ

け
が
失
敗
し
た
。「
な
ぜ
？
」

｜

そ

う
考
え
た
時
か
ら
、
科
学
に
興
味
を
も

ち
、
白
衣
を
着
て
の
実
験
に
憧
れ
た
。

　

子
ど
も
の
時
の
夢
〝
漫
才
〟

と
〝
科
学
〟
を
結
び
つ
け
た
世

界
に
、
い
ま
村
上
さ
ん
は
い

る
。
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
は
サ
イ

エ
ン
ス
だ
が
、
表
現
豊
か
な
人

間
と
な
っ
て
、「
キ
ン
グ
オ
ブ

コ
ン
ト
」
に
出
て
、
お
笑
い
芸

人
と
し
て
も
や
っ
て
行
き
た
い

と
言
う
。
村
上
さ
ん
の
夢
へ
の

挑
戦
は
つ
づ
く
。	

（
Ｋ
）

●
高
校
生
を
対
象

　

理
窓
会
活
動
の
目
的
の
中
に

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
や
大
学
を
支
援
す
る
こ

と
以
外
に
社
会
貢
献
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て

本
年
か
ら
高
校
生
を
対
象
に
し

た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
科
学
賞
」
を

設
け
、
本
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
当
日
、
十
一
月
一
日

（
日
）
に
発
表

会
と
表
彰
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
、
中
・
高
校
生
の
理
科

離
れ
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
少
し
で
も
科
学
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
に
、

東
京
理
科
大
学
と
理
窓
会
の
共

催
で
、
高
校
生
を
対
象
に
研
究

論
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
設
け
、
優

秀
な
論
文
に
対
し
て
顕
彰
す
る

こ
と
を
企
画
し
ま
し
た
。
高
校

生
が
科
学
の
研
究
に
親
し
み
、

そ
れ
を
ま
と
め
あ
げ
、
多
く
の

人
の
前
で
発
表
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
本
人
に
と
っ
て
大
変
貴

重
な
体
験
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 　

六
、
七
月
に
か
け
て
本
紙

『
東
京
理
科
大
学
報
』
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
校
友
父
母

支
援
室
の
協
力
の
も
と
関
東
を

中
心
に
九
つ
の
父
母
懇
談
会
会

場
で
行
い
ま
し
た
。
合
計
六
百

二
十
八
人
の
方
か
ら
回
答
を
い

た
だ
き
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
九
割
の
方
に
「
非
常

に
満
足
」「
や
や
満
足
」
と
回

答
を
い
た
だ
い
た
結
果
を
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
理
科
大
学
の
現
状
を
伝

え
る
広
報
紙
と
し
て
、
さ
ら
に

充
実
し
た
紙
面
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。	

広
報
課

科学の楽しさを伝えるのが喜び…
というサイエンス・コメディアン ジャイアン 村上さん

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
宛
先
】 

〒
162- 

8601
新
宿
区
神
楽
坂
一-

三 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課

【TEL

】 03 -5228 -8107 

【E-mail

】 koho@admin.tus.ac.jp

編
集
後
記

　

季
節
は
、
秋
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
四
季
は
、
素
晴
ら
し
い
も

の
で
す
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

楽
し
み
な
が
ら
、
仕
事
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
Ｉ
）

　
「
学
生
の
受
賞
」記
事
は
今
ま
で

無
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
情
報
、
そ
の
背
景
に
あ

る
彼
ら
の
努
力
。
理
科
大
生
の
す

ご
さ
が
垣
間
見
え
ま
す
。	

（
Ｓ
）

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名 受賞テーマ等 受賞日
高部　賢一 工研・工化・修2 若手講演賞 第57回有機合成化学協会関東支部シンポジウム （+）−サイトトリエニンＡの全合成 ５月10日

三上　安行 理工研・工化・修2
The Best Paper Award 2009

（岡野助教、柴田助教、山下
助教と共に受賞）

The Photopolymer Science and Technology 
Award

Development of Novel Azobenzene Derivatives Showing a Room Temperature 
Liquid-Crystalline Phase and Their Photoresponsive Behavior ７月３日

坂本　達也 基礎工研・材料・修2 2009 Best Poster Award 国際熱電学会・ヨーロッパ熱電学会：ICT & ECT 2009 排熱発電材料研究における当該研究材料（Mg2Si）の環境低負荷性と高い熱—電気変換能力を
もつ材料技術の高さが評価された ７月29日

水澤　純基 工研・経営・修2 SASユーザーフォーラム奨励賞 SAS ユーザーフォーラム バイオマーカーと薬剤の交互作用の検出に対する最大対比法の適用 ７月30日

土屋　直子 理工研・建築・修2
（昨年度の学年） 優秀修士論文賞 日本建築学会 コンクリートのひび割れ部における水分挙動に関する研究 ８月26日

田代　美智 理工研・工化・修1 優秀ポスター賞 電気化学会関東支部 第27回夏の学校 Bi2SiO5添加BaTiO3系強誘電体の構造、誘電特性の合成プロセス依存 ８月29日
安田　和史 MIP専攻・2年 佳作 第７回　著作権・著作隣接権論文募集 動画共有サイトYoutubeとCGMの著作物の流通に関する一考察 ９月７日

首藤　信通 理研・数情・博1 優秀報告賞 2009年度統計関連学会連合大会 An asymptotic approximation for EPMC in linear discriminant function with 2-Step 
monotone missing data ９月８日

山内　　周 理工研・電工・修2 学生セッション優秀賞（銀賞） 第53回宇宙科学技術連合講演会 有人支援を目的としたモジュール型マニピュレータに最適な関節機構の開発 ９月10日
島　　宏美 理研・物理・博２ シンポジウムポスター優秀賞 日本セラミックス協会第22回秋季シンポジウム エピタキシャル（Pb,La）（Zr,Ti）O3膜における電気光学特性の組成依存性 ９月17日
柏木　悠太 理研・物理・修１ シンポジウムポスター優秀賞 日本セラミックス協会第22回秋季シンポジウム PZT厚膜の圧電変位における駆動電界形状依存性 ９月17日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平21・５月～９月）

ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

間
の
現
象
を
つ
く
り
、
力
の
加

減
に
よ
っ
て
固
体
に
も
液
体
に

も
変
化
す
る
様
子
を
片
栗
粉
と

水
を
使
っ
て
体
験
。「
熱
気
球

の
実
験
」
で
は
浮
力
と
空
気
の

密
度
に
つ
い
て
学
習
し
な
が
ら
、

ポ
リ
袋
を
用
い
て
小
型
の
熱
気

球
を
体
験
し
、
さ
ら
に
大
き
な

熱
気
球
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
空
中

に
浮
か
べ
る
実
験
を
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

有
珠
山
と
昭
和
新
山
を
巡
り
、

火
山
に
よ
る
地
形
形
成
の
様
子

や
、
火
山
か
ら
噴
出
し
た
岩
石

の
特
徴
を
調
査
し
ま
し
た
。
ま

た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
飯
生
神

社
例
大
祭
へ
の
参
加
な
ど
、
北

の
大
地
な
ら
で
は
の
企
画
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は

「
色
々
な
研
究
を
し
て
い
る
先

輩
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て

有
意
義
だ
っ
た
」「
大
自
然
の

中
で
大
規
模
な
実
験
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
体
験
で
き
て
非

常
に
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
数
学
・
理
科
の
科
目

全
般
に
環
境
・
情
報
な
ど
を
加

え
た
幅
広
い
分
野
で
論
文
を
募

集
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
の

高
等
学
校
に
案
内
状
を
送
り
ま

し
た
。
周
知
期

間
が
短
く
論
文

の
投
稿
が
あ
る
か
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
幸
い
二
十
件
以
上
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
現
在
、
審

査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
論
文
募
集
は
本

学
が
多
く
輩
出
し
て
い
る
理
数

教
員
に
と
っ
て
、
指
導
の
目
標

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
も
し
か
し
て
、
皆
さ
ん
の

後
輩
が
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
当
日
、
さ
っ
そ
う
と
論
文
発

表
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
幹
事
長
・
児
島　

紘
）

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
‥

http://w
w
w
.risoukai.	

com
/

ホームカミングデー第４回ホームカミングデー09
in神楽坂キャンパス11/1（日）

10：00～16：30
参加無料・雨天決行

＊東京理科大学と理窓会（同窓会）は11月１日（日）に第４回ホームカミングデーを神楽坂キャンパスで開催します＊

’

コンサート／演芸
●本学卒業生（1990年理学部数学科）の祥子さん（写真上）
のコンサート　12：30～５号館
●本学卒業生（1987年理学部数学科）の落語家・桂歌助
師匠（写真下）と本イベント初出演の兄弟子・桂歌春師
匠がお笑い演芸会　13：00～６号館

懇親会・祝賀会・出会いの広場
●卒業50年招待祝賀会　14：00～研究社ビル地階
●卒業20・30・40年招待懇親会　11：00～研究社ビル地階
●大好評の同窓出会いの広場　１号館と11号館

趣味の広場
●囲碁と憩いの広場で囲碁小島高穗９段の指導とミニ講演
●アートギャラリー　●天文写真展とミニ講演

キッズプログラム
●サイエンス夢工房は昨年同様に多数の出展　３号館
●サイエンスライブショーは２回の公演　３号館
●子供福引　１号館玄関ホール

盛りだくさん、その他のイベント
●研究機関としての大学の姿　●大学発ベンチャー　●大学の歴史
●同窓ネットワーク展　●数学・授業の達人（第２回）　６号館

神楽坂散策　10：30、13：00、15：00の３回。事前申し込み制
コース：森戸記念館→善國寺→若宮神社→近代科学資料館→森戸記念館

残念賞でもイベント会場と神楽坂近辺の対象店舗で利用できる「お楽
しみ金券」（1,000円分）をもれなく進呈　10：00～１号館玄関ホール
　＊受付登録をされた方には無料で抽選券を進呈。一般参加者は有料
　＊１等賞品：ソニー製ブルーレイ・レコーダー／富士通製ノートパソコン

多彩な講演会　など
●ノーベル化学賞受賞の白川英樹先生（写真上）の記念
公演　11：00～５号館（事前申し込み制。『理科大today』
８月号同封の申し込み用紙をご利用ください）
●昨年に続く秋山仁先生（写真下）の講演と有名女優と
のトークショー　14：30～５号館
●理窓会主催の高校生対象「坊っちゃん科学賞」の第１回
授賞式と発表会（「理窓会だより」参照）　10：30～６号館

お楽しみ福引抽選会　　　素敵な賞品、空くじなし！無料

お問い合わせは 理窓会事務局 TEL 03-3260-0725
E-mail：risokai@admin.tus.ac.jp

　

高
校
生
に
サ
イ
エ
ン
ス
の
魅

力
を
体
験
的
に
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
実
験
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
中
心
の
体
験
企
画
「
長
万

部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
０

９
」
が
八
月
八
日
（
土
）
か
ら

十
一
日
（
火
）
ま
で
長
万
部
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
三
回
目
と
な
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
今
年
は
男
子
高
校

生
も
十
二
人
も
加
わ
っ
て
、
総

勢
五
十
三
人
が
参
加
。
実
験

「
レ
オ
ロ
ジ
ー
（
物
質
の
変
形

と
流
動
に
関
す
る
科
学
）」
で

は
、
固
体
と
液
体
を
混
ぜ
て
中

理

窓

会
だ
よ
り第

１
回
坊
っ
ち
ゃ
ん
科
学
賞
発
表

科
学
体
験
４
日
間
満
喫

　
　
　

長
万
部
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
’09

固
体
に
も
液
体
に
も
変
化
！
…
レ
オ
ロ
ジ
ー
の
実
験
先
輩
の
研
究
内
容
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
た
ち

★略歴　本名は村上渡（むらか
み・わたる）1978年４月、北海道羽
幌町生まれ。2001年３月、東京理科
大理学部第二部化学科卒。米村でん
じろうサイエンスプロダクションの
スタッフ、サイエンスコメディアン。

乾電池100個をつなげると鉄も溶かす電
流になる…と実演してみせる村上さん




